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部活動などの活躍

≪実用数学技能検定≫
３級 〇〇〇〇さん（3-1）、〇〇〇〇さん（3-1）、〇〇〇〇さん（3-1）、

〇〇〇〇さん（3-2）、〇〇〇〇さん（3-3）、〇〇〇〇さん（3-3）、
〇〇〇〇さん（3-4）、〇〇〇〇さん（2-3）

４級 〇〇〇〇さん（3-4）、〇〇〇〇さん（2-1）、〇〇〇〇さん（2-2）
５級 〇〇〇〇さん（2-3）、〇〇〇〇さん（2-3）、〇〇〇〇さん（1-4）
６級 〇〇〇〇さん（1-1）、〇〇〇〇さん（1-1）、〇〇〇〇さん（1-2）、

〇〇〇〇さん（1-4）

≪吹奏楽部≫

第６１回東京都中学校吹奏楽コンクール Ｂ組

銅賞

コンクールに先駆け、
7月28日に校内で開催された
リハーサルのようす。これまで
の練習の成果が感じられる素
晴らしい合奏でした。

引き継がれる思いやりの心

７月２０日、１学期の終業式の日、３年生たちに1冊の冊子が配られました。それは３１ページで構成
され、そこには４９種類の様々な受験に関する情報が掲載されていました。そして表紙には大きく
『３３期を応援します』という題が付けられ、その下にはこんな文章が…

この冊子は、自分の通っている高校について、南二中の卒業生が書いてくれた文章をまとめたもの
です。受験期のことや皆さんへの一言だけでなく、自分の高校の細かいところまでたくさん紹介して
くれています！ぜひ進路決定に役立ててください。（原文のまま）

そして表紙の一番下には小さく －３２期卒業生より－ と

お気づきの方も多いと思います。そう、今年の３月に本校を
巣立った卒業生たちが、自分たちが進学した高等学校の様子をはじ
めとした受検に役立つ情報をまとめて冊子にしてくれたものだったの
です。

そして「おや」と思った方もいらっしゃるのではないでしょうか？
実はこれは今年初めてのことではなく、昨年度に続いて２度目の
ことなのです。

昨年の９月、その年の３月に卒業した３１期卒業生の有志が、
「コロナの影響で高校の説明会などが実施されず高校の情報が
思うように手に入らなくて困っているのではないか」と、後輩のため

に同期の卒業生たちに呼びかけ、自主的に情報提供をしてくれたのでした。

コロナの影響で一斉休校が実施され、自分たちの高校生活のスタートも大幅に遅れたため、まだ
高校生活に慣れない中でのこの思いやりあふれる行動に、多くの方々の賞賛をいただきました。

そして今年は３１期生たちの思いやりの心をしっかり受け取った３２期生たちが、その思いやりの心を
引き継いだのだと感じています。

コロナの影響を受け続け、気持ちが殺伐としがちな今日この頃ですが、少しほっこりした気持ちになる
ことができました。

この先形は変わっても、この後輩を思いやる心が毎年次の代へと引き継がれ、コロナをきっかけに
南二中の新たな伝統となったら素敵だなぁ、などと勝手に思っています。



道徳授業地区公開講座
荒川区中学生被災地派遣

リーダーシップチャレンジ
中学生科学コンテスト

27日(月)
投票！

第34期

生徒会役員選挙 荒川区中学校防災部による被災地訪問が今
年はオンラインで釜石市の中学校と荒川区の
中学校を結び行われました。南千住二中のか
らは、代表として2学年の〇〇〇〇さん（1組）と
〇〇〇〇さん（3組）の2名が参加。釜石東中学
校の生徒の皆さんや“釜石の奇跡”の語り部瀬
戸さん、元釜石小校長で現在「いのちをつなぐ
未来館」名誉館長の加藤さんらから体験談をう
かがい、震災から多くの教訓を学びました。そ
の後、グループで荒川区の防災意識、今荒川
区でできることなどを話し合い、8月27日にはそ
の成果をまとめた
報告会が“ゆいの森”
で開催されま
した。

〇〇さん 〇〇さん

JRCでは、毎年夏休みにJRCのリーダーを育成
する学習活動を行っています。今年は1学年の
〇〇〇〇さん（1組）、〇〇〇〇さん（1組）、〇〇
〇 さん（3組）と2学年の〇〇〇さん（3組）、〇〇
〇〇さん（4組）、〇〇〇さん（4組）の6人が荒川区
の代表として参加し、各校をオンラインでつない
で8月16日～18日の3日間にわたり、実施されま
した。講義では、新型コロナウイルスの3つの顔や
赤十字の精神、国際人道法などについて学び、
最終日のグループワークでは、災害時に様々な
物資をみんなで平等に分ける方法などを考えまし
た。 3日間を通して、JRCの精神“気づき、考え、
実行する”に基づき、他の人の役に立ち、自分の

考えを深め
活かす知識
や行動など
を学びまし
た。

参加者の皆さん

毎年東京都では、中学1・2年生の生徒が3人1組
になって理科・数学などの能力を競い合う「中学生
科学コンテスト」が夏休みに実施されています。
南千住二中からは2学年の6チームが応募し、実技
会場の受け入れ人数により、4チームに調整され、
競技に参加しました。しかし、感染症拡大予防から
急遽今年は筆記競技のみを行うことになりました。
夏休みも残すところわずかとなった8月30日(月)に
4チーム12人が理科室に集まり、3人で分担したり、
議論し合って、これまでに培った理数の知識に新
たな情報を統合した難問に挑戦しました。

今年度生徒会役員選挙の立候補が9月7日に締
め切られ、生徒会長に1名（定数1）、2年生本部役
員に3名（定数3）、1年生本部役員に3名（定数3）
が立候補しました。9月13日（月）からはじまった選
挙活動では、給食の時間に、立候補者と推薦人
のあいさつが放送されています。また、放課後に
は各候補者のスピーチをビデオ録画して1階
ホールで放映中。立ち止まり、立候補者の公約な
どを真剣に聞き入る生徒の様子も見られ、南千住
二中生の生徒会活動へ寄せる期待がうかがえま
した。選挙会役員選挙は27日（月）の1時間目に
放送による立会演説会が行われ、その後、荒川

区の選挙管理委
員会からお借りし
た実際の投票箱
を使い、本番の
投票と同様に一
人ひとりが投票券
をもって1票を投
じます。当日開票
で、翌日には当
選者の公示が

行われる予定です。

立候補者7名
の公示ポスター

2学年

1学年

3学年
3学年はクラスの現状に合わせて、
各クラスで主題・ねらいを変えて
道徳の授業を行いました。

1組

2組

3組

4組

9月11日(土)の3校時に、「道徳授業地区公開講座」が開かれました。今年
も感染症拡大の防止から、保護者や地域の皆さんへの公開も学校評議員
の皆さんを招いての意見交換会も中止して、道徳授業を実施しました。
1学年は、挑戦し続けること「風を感じて～村上清加のチャレンジ」を題材
に、不慮の事故で右足を失った村上さんが家族や周りの人々も同じように
苦しんでいることに気づき、不安や困難を乗り越え、東京パラリンピックとい
う大きな目標に向けて、常に前向きに努力を続け挑戦する姿を描いた教科
書を読み、“希望と勇気、克己と強い意志”を育みました。東京パラリン
ピックの直後ということもあり、障がいがありながらも様々な競技で新記録に
挑む選手の姿も印象に残り、生徒たちは積極的に授業に取り組み、村上
さんの心情に寄せた質問では活発な意見交換が行われ、目標や困難に
前向きに努力を続け、挑戦することの大切さを学びました。
2学年は、「思いやり、感謝、友情、相互理解」をテーマに、同じ絵でも
見方を変えると、違うものに見えるように、短所を長所に変える言葉を一人
ひとりが考えて発表するリフレーミングを行いました。その後班に分かれ、
一人代表者を決めると、その人の長所や良い所を上げていくほめシャワー
を行いました。制限時間内に、できるだけたくさんのほめ言葉を付箋に書い
て貼った班が勝ちというゲーム感覚あふれるグループワークに皆たいへん
意欲的に取り組み、各班の模造紙はたくさんのほめ言葉で埋め尽くされま
した。最後にほめ言葉を発表すると、言われた人も言った人も笑顔になり、
悪口のような嫌な言葉は傷ついたりするが、ほめ言葉はお互いを良い
気分にすることを実感できました。自他の個性の良い所を認め合い、自分
自身の個性の良さを認め自信を持つことで、互いに励まし高め合って人間
関係をより深めました。
3学年は、クラスの現状を踏まえて、各クラス独自のテーマで取り組みまし
た。1組は「生命の尊さ」をテーマに、2組は「よりよく生きる喜び」、3組は
「友情、信頼」、4組は「向上心、個性の伸長」をテーマに教科書を読み深め
て授業を行いました。1組は脳死状態となった女性の両親が医療措置を
打ち切るよう求めたことで、両親、主治医、裁判所それぞれの立場から
その思いや背景などを考えさせ、グループで意見交換を行い、命について
理解を深めました。2組は、教科書の「信念をつらぬいて生きる」より、黒田
博樹選手の引退セレモニーと高橋尚子選手の夢をあきらめず努力する
生き方を追ったドキュメンタリーを視聴し、進路決定に向けて、自分にとって
の「よりよく生きる喜び」について考えました。3組は、「心から信じ合える友
を」より、平昌冬季オリンピックで金メダルの小平選手と銀メダルの李選手の
ライバルであり、お互いを信頼し合える友人である2人の物語を中心に、
友情とは何か、友情を深めるために大切なことは何かについて考え、発表しました。4組は、教科書の「見
方を変えれば」より、自信を失いかけた主人公が友人の言葉で自己のよさに気づき、個性を伸ばして生きて
いこうとする姿を通し、“短所を長所に変えてみる” “友人のよいところを見つける”グループワークを行いま
した。クラス全員で自己肯定感を高め、自己理解を深めました。
3学年全てのクラスで活発な意見交換を行い、他者の意見を聞き、自分の考えをより広げ高めることがで
きました。


